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講演採録
アントナン・アルトー生誕120周年企画
『抵抗と再生　A・アルトーの映像と身体』
はじめに
立教大学現代心理学部主催アントナン・アルトー生誕120周年企画『抵抗と再生　
A・アルトーの映像と身体』は、2016年6月25日と26日の2日間、立教大学新座
キャンパスにて開催されました。
詩人・演劇人として活動し、演劇論、映像シナリオやラジオテキスト、精神科
医や芸術家たち宛ての手紙、果ては散文とも詩とも区分できない断章といった夥
しい量のテキストを記したアントナン・アルトー。その強烈な言葉は今日にいた
るまで、文学・哲学・病理学などさまざまな分野にも影響を残しています。むし
ろ演劇においてこそ、「残酷演劇」という刺激的な語がひとり歩きし、時には恐
怖を与える“ための”演劇との混同がなされ、イメージが固着しているのではない
か。そのような疑問が、開催の契機となりました。
生誕120周年企画『抵抗と再生』は、アルトーをひとつのイメージに固定化す
ることなく、彼の思考およびテキストの持つさまざまなポテンシャルを提示する
こと、異なるジャンル・志向のアーティストたちの創作を通して、より新鮮な視
点からアルトーを捉え直すことを目的として実施されました。
̶̶̶ぼくにはもはや、たったひとつの仕事しか残されていない、ぼくを
作り直すことだ。1
これは、アルトーの初期作品中にある一節です。彼は生涯を通じて身体と思考
の麻痺状態に冒され、演劇によってその不条理な生に抗い、別の身体／生を獲得
することを求めていました。
彼にとっての演劇は明らかに単なる娯楽ではなく、自らの身体／自らの生を
「作り直す」ための行いそのものであり、『演劇とペスト』が象徴的に示すとおり、
1	 アントナン・アルトー『神経の秤・冥府の臍』粟津則雄・清水	徹	編訳、現代思潮社、1971、128頁。
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演劇を人間に到来するある種の現象と見なしていたとも言えます。
こうしたアントナン・アルトーの思考をたどることは、「演劇とは何か」という
問いのみならず「人間とは何か」、人間の生の内奥をめぐる問いにも繋がります。
それは、多様な生のかたちがあるべき現代社会において、捨て置かれてはならな
い問いであると感じています。
ここに掲載されるのは、2日目に行われた講演の採録となります。また、イベ
ントの開催概要については最後に記載しております。作品出展者、登壇者の皆様
をはじめ、開催にあたって多大なご協力を頂いた皆様、ご来場くださった皆様
に、この場を借りて厚く御礼を申しあげます。
 企画　中村　みなみ
